
(57)【要約】
【課題】　ハロゲンフリーであって、アンチモン化合物を使用せずに、しかも従来のよう
な代替の難燃剤を添加配合することなく、もしくはその少ない配合量でも耐炎性に優れ、
封止材としての設計の自由度の良好な、新しい封止用樹脂組成物を提供する。
【解決手段】　（Ａ）エポキシ樹脂、（Ｂ）フェノール樹脂、（Ｃ）シリカを必須成分と
して含有し、（Ｂ）フェノール樹脂の少くとも一部がビス（４，５－ジヒドロキシ－２－
メチルフェニル）フェニルメタンの添加配合によるものであるとする。
【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
（ Ａ ） エ ポ キ シ 樹 脂 、 （ Ｂ ） フ ェ ノ ー ル 樹 脂 、 （ Ｃ ） シ リ カ を 必 須 成 分 と し て 含 有 し 、 （
Ｂ ） フ ェ ノ ー ル 樹 脂 の 少 く と も 一 部 が ビ ス （ ４ ， ５ － ジ ヒ ド ロ キ シ － ２ － メ チ ル フ ェ ニ ル
） フ ェ ニ ル メ タ ン の 添 加 配 合 に よ る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 封 止 用 エ ポ キ シ 樹 脂 組 成
物 。
【 請 求 項 ２ 】
（ Ｂ ） フ ェ ノ ー ル 樹 脂 中 の ２ ０ ～ １ ０ ０ ％ が ビ ス （ ４ ， ５ － ジ ヒ ド ロ キ シ － ２ － メ チ ル フ
ェ ニ ル ） フ ェ ニ ル メ タ ン の 添 加 配 合 に よ る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ の 封 止 用
エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ 】
（ Ｂ ） フ ェ ノ ー ル 樹 脂 中 の ２ ０ ～ ８ ０ ％ が
　 次 式
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
（ 式 中 の ｎ は 繰 り 返 し 単 位 数 を 示 す ）
で 表 わ さ れ る 樹 脂 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ の 封 止 用 エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物
。
【 請 求 項 ４ 】
（ Ａ ） エ ポ キ シ 樹 脂 の ３ ０ ～ １ ０ ０ ％ が ビ フ ェ ニ ル 型 エ ポ キ シ 樹 脂 で あ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ か ら ３ の う ち の い ず れ か の 封 止 用 エ ポ キ シ 樹 脂 。
【 請 求 項 ５ 】
組 成 物 全 体 量 に お い て 、 （ Ａ ） エ ポ キ シ 樹 脂 ５ ～ １ ０ ｗ ｔ ％ 、 （ Ｂ ） フ ェ ノ ー ル 樹 脂 ２ ～
６ ｗ ｔ ％ 、 （ Ｃ ） シ リ カ ６ ０ ～ ９ ０ ｗ ｔ ％ の 範 囲 で 配 合 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ か ら ４ の う ち の い ず れ か の 封 止 用 エ ポ キ シ 樹 脂 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ か ら ５ の う ち の い ず れ か の 封 止 用 エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 の 硬 化 物 に よ り 封 止 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 半 導 体 封 止 用 の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 と こ れ に よ り 封 止 さ れ た 半 導 体 装 置 に 関
す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 半 導 体 封 止 用 の 樹 脂 組 成 物 に は 、 難 燃 剤 と し て の 臭 素 化 エ ポ キ シ 樹 脂 を は じ
め と す る ハ ロ ゲ ン 化 合 物 や ア ン チ モ ン 化 合 物 が 添 加 配 合 さ れ て き て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 近 年 の 環 境 問 題 の ク ロ ー ズ ア ッ プ と と も に 、 封 止 用 樹 脂 組 成 物 に も ハ ロ ゲ ン フ
リ ー 化 や ア ン チ モ ン 除 外 の 要 求 が 高 ま っ て き て い る 。 こ の た め 、 難 燃 剤 そ の も の 含 有 し な
い 樹 脂 組 成 物 や 、 臭 素 等 の ハ ロ ゲ ン 系 、 そ し て 、 ア ン チ モ ン 系 難 燃 剤 に 代 わ り 得 る 難 燃 性
物 質 の 適 用 の 検 討 が 進 め ら れ て い る 。 （ た と え ば 特 許 文 献 １ － ３ 参 照 ）
　 だ が 、 難 燃 剤 そ の も の を 配 合 し な い 場 合 に は 、 従 来 で は 一 般 的 に 無 機 充 填 材 の 含 有 割 合
を 高 く す る こ と 、 つ ま り 高 Ｆ ｃ （ フ ィ ラ ー コ ン テ ン ト ） が 必 要 と さ れ 、 半 導 体 封 止 用 樹 脂
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組 成 物 の 組 成 と そ の 性 能 に 係 わ る 設 計 の 自 由 度 が 制 限 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 、 た と え ば 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム や 水 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 マ グ ネ シ ウ ム ・ ア ル ミ ニ ウ
ム 系 イ オ ン 交 換 体 等 を 代 替 難 燃 剤 と す る こ と が 考 え ら れ て い る が 、 こ の 場 合 に は 、 難 燃 性
を 確 保 す る た め に は か な り 多 量 の 配 合 が 必 要 で あ る こ と か ら 、 こ の 場 合 に も 設 計 の 自 由 度
が 制 約 さ れ る 原 因 と な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ ‐ １ ７ １ １ ８ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ ‐ ３ ７ １ １ ９ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ ‐ １ ５ ５ ９ ７ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 以 上 の と お り の 背 景 か ら 、 従 来 の 問 題 点 を 解 消 し て 、 ハ ロ ゲ ン フ リ ー で あ っ て
、 ア ン チ モ ン 化 合 物 を 使 用 せ ず に 、 し か も 従 来 の よ う な 代 替 の 難 燃 剤 を 添 加 配 合 す る こ と
な く 、 も し く は そ の 少 な い 配 合 量 で も 耐 炎 性 に 優 れ 、 封 止 材 と し て の 設 計 の 自 由 度 の 良 好
な 、 新 し い 封 止 用 樹 脂 組 成 物 を 提 供 す る こ と を 課 題 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 と し て 封 止 用 樹 脂 組 成 物 に お け る 必 須 成 分
と し て の 樹 脂 そ の も の の 難 燃 性 を 向 上 さ せ た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 の 封 止 用 樹 脂 組 成 物 は 、 エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 と し て 以 下 の こ と を 特 徴
と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 １ ： （ Ａ ） エ ポ キ シ 樹 脂 、 （ Ｂ ） フ ェ ノ ー ル 樹 脂 、 （ Ｃ ） シ リ カ を 必 須 成 分 と し て 含
有 し 、 （ Ｂ ） フ ェ ノ ー ル 樹 脂 の 少 く と も 一 部 が ビ ス （ ４ ， ５ － ジ ヒ ド ロ キ シ － ２ － メ チ ル
フ ェ ニ ル ） フ ェ ニ ル メ タ ン の 添 加 配 合 に よ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 ２ ： （ Ｂ ） フ ェ ノ ー ル 樹 脂 中 の ２ ０ ～ １ ０ ０ ％ が ビ ス （ ４ ， ５ － ジ ヒ ド ロ キ シ － ２ －
メ チ ル フ ェ ニ ル ） フ ェ ニ ル メ タ ン の 添 加 配 合 に よ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 ３ ： （ Ｂ ） フ ェ ノ ー ル 樹 脂 中 の ２ ０ ～ ８ ０ ％ が
　 次 式
【 ０ ０ １ １ 】
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
（ 式 中 の ｎ は 繰 り 返 し 単 位 数 を 示 す ）
で 表 わ さ れ る 樹 脂 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 ４ ： （ Ａ ） エ ポ キ シ 樹 脂 の ３ ０ ～ １ ０ ０ ％ が ビ フ ェ ニ ル 型 エ ポ キ シ 樹 脂 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ５ ： 組 成 物 全 体 量 に お い て 、 （ Ａ ） エ ポ キ シ 樹 脂 ５ ～ １ ０ ｗ ｔ ％ 、 （ Ｂ ） フ ェ ノ ー ル
樹 脂 ２ ～ ６ ｗ ｔ ％ 、 （ Ｃ ） シ リ カ ６ ０ ～ ９ ０ ｗ ｔ ％ の 範 囲 で 配 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 そ し て ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 い ず れ か の 封 止 用 エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 の 硬 化 物 に よ り 封 止
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 を 提 供 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 の と お り の ビ ス （ ４ ， ５ － ジ ヒ ド ロ キ シ － ２ － メ チ ル フ ェ ニ ル ） フ ェ ニ ル メ タ ン の
添 加 配 合 に よ る も の を フ ェ ノ ー ル 樹 脂 （ Ｂ ） の 少 く と も 一 部 と し て 配 合 す る 第 １ の 発 明 に
よ れ ば 、 耐 熱 性 に 優 れ 、 封 止 材 の 設 計 の 自 由 度 の 良 好 な エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 が 提 供 さ れ る
。 ハ ロ ゲ ン フ リ ー で あ っ て 、 ア ン チ モ ン 化 合 物 を 使 用 す る こ と な く 、 し か も 代 替 の 難 燃 剤
の 配 合 を 必 要 と し な い か 、 あ る い は そ の 配 合 は わ ず か の 量 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 （ Ｂ ） 中 の ビ ス （ ４ ， ５ － ジ ヒ ド ロ キ シ － ２ － メ チ ル フ ェ ニ ル ） フ ェ ニ
ル メ タ ン の 添 加 配 合 に よ る も の の 割 合 を ２ ０ ～ １ ０ ０ ％ と い う 特 定 の 割 合 と す る 第 ２ の 発
明 に よ れ ば 上 記 の 効 果 は よ り 確 実 な 顕 著 な も の と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 、 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 （ Ｂ ） と し て 上 記 の 式 で 表 わ さ れ る 特 有 の 樹 脂 を ２ ０ ～ ８ ０ ％
の 割 合 で 併 用 し て 配 合 す る 第 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 耐 炎 性 の 向 上 等 の 上 記 の 効 果 は さ ら に 確
実 に 顕 著 な も の と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 （ Ａ ） エ ポ キ シ 樹 脂 に つ い て そ の ３ ０ ～ １ ０ ０ ％ を ビ フ ェ ニ ル 型 エ ポ キ シ 樹 脂 と
す る 第 ４ の 発 明 、 並 び に 、 （ Ａ ） エ ポ キ シ 樹 脂 、 （ Ｂ ） フ ェ ノ ー ル 樹 脂 、 （ Ｃ ） シ リ カ の
配 合 割 合 を 特 定 す る 第 ５ の 発 明 に よ れ ば 上 記 の 効 果 は よ り 確 実 、 顕 著 な も の と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 上 記 の と お り の 優 れ た 効 果 を 奏 す る 封 止 用 樹 脂 組 成 物 の 硬 化 物 に よ り 封 止 さ れ た
半 導 体 装 置 が 本 発 明 に よ っ て 提 供 さ れ る こ と に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 樹 脂 組 成 物 を 構 成 す る （ Ａ ） エ ポ キ シ 樹 脂 に つ い て は 、 従 来 よ り 知 ら れ て い る
ビ フ ェ ニ ル 型 エ ポ キ シ 樹 脂 、 よ り フ ェ ニ ル 型 エ ポ キ シ 樹 脂 、 ク レ ゾ ー ル ノ ボ ラ ッ ク 型 エ ポ
キ シ 樹 脂 、 ナ フ タ レ ン 環 を 有 す る エ ポ キ シ 樹 脂 等 の 非 ハ ロ ゲ ン 型 の 各 種 の も の を １ 種 以 上
使 用 す る こ と が で き る 。 な か で も 、 ビ フ ェ ニ ル 型 、 あ る い は ク レ ゾ ー ル ノ ボ ラ ッ ク 型 の エ
ポ キ シ 樹 脂 が 、 さ ら に は ビ フ ェ ニ ル 型 エ ポ キ シ 樹 脂 を 好 適 な も の と し て 考 慮 す る こ と が で
き る 。 特 に 、 ビ フ ェ ニ ル 型 エ ポ キ シ 樹 脂 が 、 エ ポ キ シ 樹 脂 の ３ ０ ～ １ ０ ０ ％ と な る よ う に
配 合 す る こ と が 好 ま し い 。
（ Ｂ ） フ ェ ノ ー ル 樹 脂 に つ い て は 従 来 よ り 知 ら れ て い る フ ェ ノ ー ル ノ ボ ラ ッ ク 樹 脂 を は じ
め と す る フ ェ ノ ー ル 樹 脂 の 各 種 の も の が 考 慮 さ れ て よ い が 、 本 発 明 の 組 成 物 に お い て は 、
硬 化 剤 と し て の 役 割 を 果 た す こ と に な る こ の （ Ｂ ） フ ェ ノ ー ル 樹 脂 の 少 く と も 一 部 が 、 次
式
【 ０ ０ ２ １ 】
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で 表 わ さ れ る ビ ス （ ４ ， ５ － ジ ヒ ド ロ キ シ － ２ － メ チ ル フ ェ ニ ル ） フ ェ ニ ル メ タ ン の 添 加
配 合 に よ る も の で あ る こ と を 必 須 と し て い る 。 こ の も の は 市 販 品 あ る い は 合 成 に よ り 入 手
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可 能 で あ っ て 、 添 加 配 合 に よ っ て 硬 化 剤 と し て の フ ェ ノ ー ル 樹 脂 と し て 機 能 す る こ と に な
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の も の を 添 加 配 合 し な い 場 合 に は 本 発 明 の 所 期 の 目 的 は 達 成 で き ず 、 耐 炎 性 の 向 上 等
の 本 発 明 の 効 果 は 実 現 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の ビ ス （ ４ ， ５ － ジ ヒ ド ロ キ シ － ２ － メ チ ル フ ェ ニ ル ） フ ェ ニ ル メ タ ン の 添 加 配 合 に
よ る 硬 化 剤 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 と し て の 割 合 は 、 （ Ｂ ） フ ェ ノ ー ル 樹 脂 全 体 量 の ２ ０ ～ １ ０ ０
％ の 範 囲 内 の 割 合 と す る こ と が 好 ま し く 、 ４ ０ ～ １ ０ ０ ％ の 範 囲 内 と す る こ と が よ り 好 ま
し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ し て （ Ｂ ） フ ェ ノ ー ル 樹 脂 に つ い て は 、 ビ ス （ ４ ， ５ － ジ ヒ ド ロ キ シ － ２ － メ チ ル フ
ェ ニ ル ） フ ェ ニ ル メ タ ン の 添 加 配 合 に よ る も の と と も に 、 前 記 の 〔 化 １ 〕 式 で 表 わ さ れ る
特 有 の 構 造 を 有 す る 、 市 販 品 等 と し て 入 手 可 能 な 樹 脂 （ Ｂ ２ ） を 併 用 す る こ と が 有 効 で あ
る 。 そ の 添 加 配 合 量 は 、 （ Ｂ ） フ ェ ノ ー ル 樹 脂 全 体 量 の ２ ０ ～ ８ ０ ％ の 範 囲 と す る こ と が
好 ま し い 。
（ Ｃ ） シ リ カ に つ い て は 、 従 来 よ り 知 ら れ て い る 溶 融 シ リ カ 、 あ る い は 結 晶 シ リ カ 等 で あ
っ て よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 樹 脂 組 成 物 の 全 体 量 に お い て は 、 必 須 成 分 と し て は 、 （ Ａ ） エ ポ キ シ 樹 脂 ５ ～ １ ０ ｗ ｔ
％ 、 （ Ｂ ） フ ェ ノ ー ル 樹 脂 ２ ～ ６ ｗ ｔ ％ 、 （ Ｃ ） シ リ カ ６ ０ ～ ９ ０ ｗ ｔ ％ の 範 囲 と す る こ
と が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 封 止 用 エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 に お い て は 、 本 発 明 の 組 成 物 の 効 果 を 阻 害 し
な い 範 囲 に お い て 、 あ る い は ま た 必 要 に 応 じ て 、 ア ミ ン 類 、 イ ミ ダ ゾ ー ル 類 、 ト リ フ ェ ニ
ル ホ ス フ ィ ン 等 の リ ン 素 硬 化 剤 等 の 硬 化 剤 や 硬 化 促 進 剤 を 適 宜 に 配 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 さ ら に は 、 シ リ カ 以 外 の 無 機 充 填 材 や 、 天 然 ワ ッ ク ス 、 合 成 ワ ッ ク ス 、 ス テ ア リ ン 酸 、
モ ン タ ン 酸 、 モ ン タ ン 酸 エ ス テ ル 、 リ ン 酸 エ ス テ ル 等 の 従 来 よ り 知 ら れ て い る 離 型 剤 を は
じ め と し て 、 エ ラ ス ト マ ー 等 の 低 応 力 化 成 分 、 着 色 剤 、 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 等 の 無 機 充
填 材 用 の 処 理 剤 、 硬 化 促 進 剤 等 を 適 宜 に 添 加 配 合 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ し て 、 本 発 明 の 上 記 の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 は 、 以 上 の と お り の 各 種 の 成 分 を 配 合 し 、
ミ キ サ ー 等 で 均 一 に 混 合 し た 後 に ロ ー ル 等 で 加 熱 混 練 す る こ と で 調 製 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 得 ら れ た 樹 脂 組 成 物 を 用 い て 半 導 体 装 置 を 封 止 す る た め の 方 法 と し て は 、 代 表 的
に は 低 圧 ト ラ ン ス フ ァ ー 成 形 法 が あ る が 、 射 出 成 形 、 圧 縮 成 形 、 あ る い は 注 型 等 に よ る 封
止 も 可 能 で あ る 。 封 止 の 際 の 加 熱 に よ っ て 樹 脂 組 成 物 を 硬 化 さ せ る こ と で 、 半 導 体 装 置 の
封 止 品 が 得 ら れ る こ と に な る 。 こ れ に よ り 、 た と え ば 、 Ｌ Ｓ Ｉ 、 ト ラ ン ジ ス タ ー 、 サ イ リ
ス タ 、 ダ イ オ ー ド 等 の 封 止 品 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ こ で 以 下 に 実 施 例 を 示 し 、 さ ら に 詳 し く 説 明 す る 。 も ち ろ ん 、 以 下 の 例 に よ っ て 発 明
が 限 定 さ れ る こ と は な い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 表 １ 、 表 ２ に 示 し た 各 種 の 組 成 配 合 （ 重 量 ％ ） の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 を 上 記 方 法 に よ っ
て 調 製 し た 。 主 な 配 合 成 分 と し て は 以 下 の も の を 用 い た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 　 ビ フ ェ ニ ル 型 エ ポ キ シ 樹 脂 ： ジ ャ パ ン エ ポ キ シ レ ジ ン 製 Ｙ Ｘ ４ ０ ０ ０ Ｈ
　 　 Ｏ Ｃ Ｎ 型 エ ポ キ シ 樹 脂 ： 住 友 化 学 製 オ ル ソ ー ク レ ゾ ー ル ノ ボ ラ ッ ク 型 エ ポ キ シ 樹 脂
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              Ｅ Ｓ Ｃ Ｎ １ ９ ５ Ｘ Ｌ － ７
　 　 フ ェ ノ ー ル ノ ボ ラ ッ ク 樹 脂 ： 明 和 化 学 Ｈ － ３ Ｍ
　 ま た 、 ビ ス （ ４ ， ５ － ジ ヒ ド ロ キ シ － ２ － メ チ ル フ ェ ニ ル ） フ ェ ニ ル メ タ ン と し て は 融
点 １ ７ ２ ℃ （ Ｇ Ｐ Ｃ 純 度 ９ ５ ％ 以 上 ） の も の を 添 加 配 合 し た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ れ ら 組 成 物 の 各 々 を 用 い て ト ラ ン フ ァ ー 成 形 し 、 １ ７ ５ ℃ 、 ９ ０ 秒 硬 化 後 に 難 燃 性 を
評 価 し た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 表 １ お よ び 表 ２ に 示 し た よ う に 、 本 発 明 の 実 施 例 １ － ８ に お い て 、 良 好 で 優 れ た 耐 炎 性
が 得 ら れ る こ と が 確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ６ 】
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【 表 ２ 】
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